
1

5

10

15

20

25

30

横浜市北部の郊外に、ＡモールとＢモールという、二つの大型ショッピングセンターが建

大な駐車場を備えた施設になる予定である。東京都内では、大型の工場跡地が少ないことや

土地取得価格が高いため、大型のショッピングセンターを作ることが難しい。そのためこの

二つのショッピングセンターは、横浜周辺だけでなく、東京都の南西部からも買い物客を誘

れていない。したがって両者の商圏はかなり重なり、顧客を取り合うことになる。そして買

い物客は、より人気のある施設に集まる傾向があるため、どちらか一方のセンターが大きな

集客を得て、他方が少ない集客になると考えられる。どちらのセンターが人気を得るかは、

いろいろな理由が考えられ、センターが営業を始めてみないと分からない。しかし関係者の

れる。

国際的に有名な組み立て家具メーカーであるＣ社は、日本国内における二軒目の自社店舗

を、ＡモールとＢモールのどちらかに出店させようと検討している。また、日本国内ではあ

まり有名ではないが、やはり国際的に組み立て家具を販売しているＤ社も、ＡモールとＢモ

ールのどちらかに、日本での第一号の自社店舗を出店させようと検討している。組み立て家
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